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編集委員より

　2021年7月より編集委員を務めさせていただいており、この度初めて

筆を執らせていただくことになりました。相変わらずコロナ禍は予断を

許さない状況で、3か月に一度の編集委員会もオンライン開催が続き、

委員の皆様とは実際にお会いしたことがないまま1年半が過ぎました。

　職場でもリモートワークが基本となり、メリットデメリットはあります

が、私自身はメリットの方を大きく感じています。もともとお互いによく

知っていることに加え、リモートワークになってから意識的にオンライン

での会議を頻繁に開催する工夫がされていることもあり、以前よりかえっ

て率直な議論をする時間は長くなったようで孤立感も感じません。会議

システムやチャットなど様々なオンラインツールが誰でも気軽に利用でき

るようになったことにICT技術の進歩を実感しています。

　国際会議でもみなが同じ会議システムを使えることが当たり前になり

ました。コロナ禍以降に初めて国際ワーキンググループに委員として参

加する機会をいただきました。対面でないことに当初は不安を感じまし

たが、実際に参加してみたところ、ヨーロッパ、北米、アジアなどの代

表者がそれぞれの自宅や職場から会議に出席し、まるで隣の席で話して

いるような近さで議論できることは、理屈で理解していても感慨深いも

のでした。時にはお子さんの声が背景から聞こえたりすることもあり、

会ったことのない方に国境を越えて妙な親近感を覚えました。

　最近は制限も緩和の方向で、働き方を再度見直す動きもあるようです

が、最適な働き方は状況に応じて人それぞれでしょう。間もなくまた新

しいメンバーを迎える季節になります。今後もオンライン、オフライン、

そしてこれからはITUでも議論が始まっているメタバースのようなバー

チャルな世界にも期待して、新入生も、迎えるベテランも誰もが自由な

働き方ができるよう願っています。

ICT技術の進歩と働き方

日本電気株式会社
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編集後記

　本号制作中の2023年2月17日、空飛ぶ車が人を乗せた飛行試
験に成功したというニュースを見ました。国土交通省の許可が必
要な屋外での有人飛行は、国内で初めてとのことです。予めプ
ログラムされたルートを自動で運行し、操縦者は乗っていないと
いうのも驚きでした。まるで映画の世界が現実になってきている
ようです。

　2030年、そう遠くない未来の生活は、どのようなものになっ
ているでしょうか。
　本号スポットライトでは、近未来について2つの記事を掲載す
ることができました。

　1つには、画像認識技術とディープラーニング技術AIによって、
精密に行動を認識することにより、人手不足や現場の課題解決
を目指す取組みが解説されています。
　もう1つには、次世代通信システムBeyond 5Gが実現した世界
について、具体的に描かれています。

　どうぞご覧ください。
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